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研修・学習会などにご利用ください

維新の会上田府議との懇談

講演する岡田先生

新
春
宣
伝
で
力
強
く
訴
え
る
菅
議
長

三
四
労
の
会　
　

第

三
四
労
の
会　
　

第
2020
回回

年
末
学
習
交
流
会
を
開
催

年
末
学
習
交
流
会
を
開
催

　12月7日、三四労の会は第20回年末学習交流会を
国労大阪会館で開催。学習会では建交労の荻田書記
長を講師に「何故、物流が滞るのか？」をテーマ
に、2024年問題や物流職場のたたかいなどについて
学びました。また、秋季年末闘争や春闘準備につい
ての交流を行いました。

仲間を増やし職場・地域から仲間を増やし職場・地域から
非正規の運動をつくろう！非正規の運動をつくろう！

　非正規労働者部会は、12月８日に第13回総会を国
労大阪会館にて開催。議案が採択され、「非正規の
要求実現は、非正規の仲間の力で仲間を増やし職場
・地域から非正規の運動をつくっていこう」とアピ
ールを確認して総会を終えました。

ガ
ザ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

ガ
ザ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

平
和
を　
　
　
　

平
和
を　
　
　
　
　　

　日本が太平洋戦争を開始した12月８日、母親大会
連絡会が難波で「赤紙」を配る宣伝を行い、大阪労連
からも参加しました。弁士は、「ガザ攻撃、ウクライナ
侵攻の中止を」、「憲法９条を守り、いかした政治と外
交を」など訴えました。「赤紙」を見入る若者もいました。

春
闘
学
習
＆
団
結
望
年
会
開
催
！

春
闘
学
習
＆
団
結
望
年
会
開
催
！

大
阪
市
地
区
協
議
会　
　
　
　
　

大
阪
市
地
区
協
議
会　
　
　
　
　

　大阪市地区協議会は12月21日、国労大阪会館で
「春闘学習&団結望年会」を開催。ジャーナリスト
の西谷文和さんを講師に「ウクライナとガザの紛争
の現状や万博・カジノの問題」を学習しました。参
加者から「戦争と万博、違う話だがつながってると
思った」との感想が寄せられました。

が
り
、
大
軍
拡
・
大
増
税
や

マ
イ
ナ
保
険
証
強
制
・
健
康

保
険
証
廃
止
、
労
働
者
保
護

法
制
の
弱
体
化
も
狙
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

政
治
資
金
と
裏
金
や
旧
統

一
協
会
と
の
関
係
で
本
性
が

露
わ
に
な
っ
た
自
民
党
政
治

も
、
圧
倒
的
多
数
の
万
博
不

要
の
世
論
を
無
視
し
て
暴
走

す
る
維
新
政
治
も
、
一
日
も

早
く
転
換
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

い
ま
、
世
論
は
も
ち
ろ

ん
、
労
働
者
・
労
働
組
合
も

黙
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
２
０

２
４
国
民
春
闘
で
も
、「
要

求
の
当
事
者
の
団
結
」
で
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
「
強
力

な
交
渉
力
」
を
発
揮
し
ま
し

ょ
う
。
職
場
や
地
域
で
、
物

価
高
に
負
け
な
い
賃
上
げ
・

均
等
待
遇
・
雇
用
の
安
定
、

最
賃
引
き
上
げ
や
最
賃
法
改

正
、
万
博
・
カ
ジ
ノ
中
止
も

含
め
た
政
治
の
転
換
な
ど
、

声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

労
働
者
の
賃
金
が
上
が
っ
て

い
な
い
、
も
っ
と
上
げ
な
い

と
や
る
気
が
起
こ
ら
な
い
、

上
げ
る
べ
き
だ
。
中
小
企
業

支
援
と
セ
ッ
ト
で
」（
維
新

の
会
・
府
議
）

河
南
地
域
「
最
賃
は
上
げ

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

た
だ
、
賃
金
だ
け
で
な
く
１

３
０
万
円
の
壁
な
ど
制
度
全

体
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」（
維
新
の
会
・
府
議
）

北
摂
地
域
「
趣
旨
は
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
回
答
に
つ

い
て
は
、
最
低
賃
金
の
こ
と

を
も
う
少
し
勉
強
し
て
か
ら

お
答
え
し
た
い
」（
立
憲
民
主

党
・
府
議
）
な
ど
各
地
域
か

ら
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。大

阪
労
連
は
、
12
月
１
日

の
統
一
行
動
を
か
わ
き
り

に
、
12
月
14
日
に
公
明
党
、

12
月
22
日
に
立
憲
民
主
党
と

の
懇
談
を
行
い
、
府
内
の
国

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
年
早
々
の
能
登
半
島
地

震
は
驚
き
ま
し
た
。
犠
牲
者

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

共
に
、
国
を
挙
げ
て
被
災
者

・
被
災
地
へ
の
支
援
を
進
め

る
よ
う
求
め
、
大
阪
か
ら
の

支
援
も
具
体
化
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
、
い
ま
も
続
く
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
攻
撃
は

即
時
中
止
す
べ
き
で
す
。
日

本
で
は
改
憲
策
動
、
武
器
輸

出
解
禁
、
物
価
高
と
暮
ら
し

の
悪
化
、
格
差
と
貧
困
が
広

大
阪
労
連
で
意
思
統
一

し
、
地
域
と
産
別
が
一
体
と

な
り
全
国
一
律
制
度
な
ど
最

低
賃
金
法
改
正
に
向
け
た
国

会
議
員
の
地
元
事
務
所
や
府

議
会
議
員
と
の
懇
談
が
各
地

域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
河
内
地
域
「
最
低
賃
金

を
上
げ
る
事
は
よ
い
と
思
っ

て
い
る
」「
こ
こ
数
十
年
、

『
公
共
調
達
』
を
地
域
経
済

振
興
策
及
び
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
的
向
上
策
の
一
環
と
し

て
戦
略
的
に
位
置
づ
け
、
建

設
工
事
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
発

注
を
実
施
す
る
す
べ
て
の
部

署
が
一
体
と
な
っ
た
『
調
達

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

自
治
労
連
の
久
保
副
委
員

長
か
ら
は
「
国
に
対
し
て
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
原
則
と
し

て
自
治
体
の
直
営
で
行
わ

せ
、
委
託
す
る
場
合
で
も
公

契
約
を
適
正
化
し
、
公
的
責

任
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
の
な

い
措
置
を
と
る
よ
う
求
め
て

い
く
」、
出
版
労
連
の
永
石

委
員
長
か
ら
は
「
教
科
書
の

値
段
が
大
学
ノ
ー
ト
よ
り
安

く
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
運

動
し
て
教
科
書
の
値
段
を
上

げ
な
い
と
賃
金
が
上
が
ら
な

い
」
な
ど
の
他
、
大
建
労
・

大
商
連
・
建
設
共
闘
か
ら
も

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後

に
「
大
阪
で
も
公
契
約
条
例

を
制
定
さ
せ
よ
う
」
と
運
動

の
目
的
を
確
認
し
ま
し
た
。

大
阪
労
連
で
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
、
公
契
約
条
例
の
重

要
性
を
共
有
し
、
公
契
約
条

例
制
定
運
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

記
念
講
演
で
岡
田
さ
ん
は

「
厳
し
い
状
況
に
あ
る
地
域

経
済
を
再
生
す
る
た
め
に

は
、
自
治
体
と
地
域
づ
く
り

を
担
う
中
小
企
業
と
の
戦
略

的
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
自
治
体
側
で

要求と団結に確信をもって
声をあげよう

最
低
賃
金
法
改
正
に
向
け
た

各
地
域
で
の
と
り
く
み
！

未
加
入
の
組
織
の
参
加
も
生

ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
地
域
と
産
別

が
一
体
と
な
っ
て
国
会
議
員

や
府
議
会
議
員
と
の
懇
談
を

進
め
、
最
賃
法
の
改
正
に
向

け
世
論
と
運
動
を
広
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

全大阪労働組合総連合 議長 菅　義人

新年
あいさつ

会
議
員
が
い
る
す
べ

て
の
政
党
と
の
懇
談

を
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
行
動

で
は
、
地
域
労
連
に

公契約大阪懇談会

第５回総会

12
月
10
日
、
大
阪
労
連
が
加
盟
す
る

公
契
約
法
を
実
現
す
る
大
阪
懇
談
会

は
、
グ
リ
ー
ン
会
館
に
て
第
５
回
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
京

都
大
学
名
誉
教
授
の
岡
田
知
弘
さ
ん
を

講
師
に
「
い
ま
こ
そ
、
公
契
約
条
例
の

制
定
で
地
域
経
済
の
活
性
化
を
」
を
テ

ー
マ
に
学
習
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
か

ら
運
動
を
報
告
し
交
流
し
ま
し
た
。

！

地
域
経
済
の

を

公
契
約
条
例
の
制
定
で

にに
つなげようつなげよう

万博・カジノ建設中止万博・カジノ建設中止
運動を広げて、運動を広げて、 大

阪
労
連
が
加
盟
す
る
カ

ジ
ノ
に
反
対
す
る
大
阪
連
絡

会
は
12
月
19
日
、
国
に
対
し

署
名
」
が
そ
れ
ぞ
れ
45
筆
集

ま
り
ま
し
た
。
万
博
の
建
設

費
の
引
き
上
げ
が
連
日
報
道

さ
れ
る
中
で
、
改
め
て
万
博

が
必
要
な
の
か
問
わ
れ
る
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
署
名
を
軸
に
職

場
や
地
域
で
「
税
金
の
無
駄

遣
い
に
な
る
夢
洲
万
博
の
中

止
」
を
求
め
て
運
動
を
広
げ

て
、
万
博
・
カ
ジ
ノ
建
設
中

止
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

て
カ
ジ
ノ
認
定
取
り
消
し
・

万
博
中
止
を
求
め
る
要
請
行

動
を
行
い
、
カ
ジ
ノ
認
定
取

消
署
名
２
万
２
４
２
５
筆
と

「
２
０
２
５
年
万
博
の
中
止

を
求
め
る
要
請
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。
国
と
の
協
議
で

は
、
万
博
の
会
場
建
設
費
な

ど
直
接
関
係
す
る
費
用
を
小

さ
く
見
せ
か
け
る
一
方
、
関

連
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
用

が
９
・
７
兆
円
も
あ
る
こ
と

な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
今
後
も
予
算
が
上
振

れ
し
、
国
民
負
担
が
増
え
る

危
険
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、12
月
17
日
、「
万
博

・
カ
ジ
ノ
反
対
ヨ
ド
バ
シ
カ

メ
ラ
前
宣
伝
」
や
12
月
21

日
、「
中
止
し
か
な
い
！
夢

洲
万
博
〜
傷
の
浅
い
う
ち
に

撤
退
を
〜
ク
リ
ス
マ
ス
宣

伝
」
が
天
王
寺
駅
北
口
で
行

わ
れ
、「
万
博
中
止
を
求
め
る

政
策
』
づ
く
り
が

必
要
。
そ
れ
を
実

現
す
る
の
が
、
中

小
企
業
振
興
基
本

条
例
や
公
契
約
条

例
で
あ
る
。
公
契

約
法
制
定
運
動

は
、『
公
共
を
取

り
戻
す
』
運
動
の

ひ
と
つ
で
あ
り
地


